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特集

第３３回 通常総代会
当組合は第３３回通常総代会を６月２９日に、セリーズ（旧サンピアセリーズ）で開催しました。今年も新型コロ

ナウイルス感染拡大防止策として、書面による議決権行使の依頼、来賓招待の見合わせ、懇親会の中止、参加職
員の制限などを実施しました。総代定数５００人のうち、４４８人（本人出席４人、代理人による出席０人、書面出席
４４４人）が出席し、高須支所総代・澤本幸茂さん、旭支所総代・弘瀬讓さんの両議長による議事進行のもと、第１
号議案から第６号議案まで全議案を原案通り承認可決しました。

令和２年度における当組合の取り組みや決算および事業計画について報告いたします。

新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

当組合の強みである総合事業を最大限活用し、組合員・利用者への各種支援を図りました。
ア．販売事業では、ＪＡ高知市新型コロナウイルス感染症特別対策支援事業を実施し、市場単価に大きく影響を

受けた系統出荷者に対し、総額１７，９６８千円の給付を行いました。また、特に落ち込んだ花きの需要拡大を図
るため、高知市と協力して市役所・オーテピアへの花きの展示や、フラワーアレンジメント教室およびフォ
トコンテストを開催しました。

イ．営農指導事業では、経営継続補助金や持続化給付金等の各種申請支援を行いました。
ウ．経済事業では、前年度比較で大幅な収入減となる組合員に、購買代金へかかる遅延損害金に対する延滞利息

の免除支援を行いました。
エ．信用事業では、収入減等により資金繰りが悪化したり、既往債務の返済が困難な方等からの相談に対応しま

した。
オ．共済事業では、共済掛金の払い込みが困難な方に対して、猶予期間を延長しました。

総代会資料の配布について
これまで総代会資料を「グリーンひろば」とともに配布しておりましたが、今年から総代にのみ配布する

ことといたしました。総代以外でご希望の方には、各支所窓口でお渡ししますのでお申し付けください。

第３３回 通常総代会 提出議案と報告事項
第１号議案 第３３期事業報告・事業報告の附属明細書および剰余金

処分案の承認について
報告事項 第３３期貸借対照表、損益計算書、注記表、計算書類の

附属明細書、独立監査人の監査報告書ならびに監事監
査報告書について

報告事項 第３３期部門別損益計算書および事業別の明細について
第２号議案 第３４期事業計画書（案）の承認について
第３号議案 理事報酬の決定について
第４号議案 監事報酬の決定について
第５号議案 定款附属書役員選任規程の一部変更について
第６号議案 共済規程の一部変更について

報告事項 「ＪＡバンク基本方針」の一部変更について
特別決議 「不断の自己改革」の実践に関する特別決議

その他
子会社の財産等の状況
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Q&A 総代の皆さまからのご意見・ご質問
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から今年も支所集会を自粛し、総代会も縮小開催となり

ましたので、別途、総代の皆さまから書面にてご意見やご質問をいただきました。その中からいく
つかをご紹介します。

回答内容意見・質問等

当組合では、社会的責任等を考慮して、支所集会及び
総代会について自粛及び縮小開催としましたが、当組
合事業利用者からの様々なご意見・ご要望については、
今後の経営のための参考とさせていただいておりま
す。
経営基盤の再構築としては、平成２８年度よりあとに、
３支所とグリーンファーム２店、支所購買２カ所を閉
鎖し、統合に伴う大津・高須・秦支所の整備とともに
成長戦略として潮江・中央支所を新築しました。本年
度は、金融渉外の廃止と併せて管理・融資・共済の強
化・ローンサポートセンターの設置・米事業課の廃止・
店外ＡＴＭの整理等に取り組んでいます。他ＪＡとの
合併については、現状考えておりませんが、未来永劫
非合併という訳ではなく、組合員のためになるＪＡづ
くりを第一義として総合的に検討してまいります。
（以下監事意見）
経営内容の急激な悪化が予想されるなか、新たに経営
企画会議を設置し、集出荷場の集約・融資体制の強化・
店外ＡＴＭの見直し等の改善策を決定していることは
評価しています。しかし、これまでの再編等について
は、高知市農協の総合的な施策に基づいて行われてき
たとは思われません。事業の圧縮だけでなく新たな投
資も含めた総合的な施策について長期的な高知市農協
の在り方を検討していくこと、また、人材育成に注力
し、職員一人一人の生産性を向上させることが重要で
ある等の助言を行っています。

（総代会の在り方についてと、ＪＡ高知市とし
ての今後の事業運営について）
今年も総代の議決権行使を書面により求め、ま
た、総代会前の支所集会も開催されないなどに
より、事業報告等および事業計画等が説明なさ
れないままです。いかにコロナ蔓延の時期とは
いえ、組合員が理事の業務執行等について説明
を受け、意見を述べる唯一の機会を奪われたこ
とは甚だ遺憾なことと思います。
また、今後の事業収益の減少傾向は一層深まる
と考えられ、当ＪＡも相当の痛みを伴う改革を
しないと確実に経営が厳しくなるとの予想が出
ていますが、その内容は組合員に知らされてい
ません。令和３年度計画にはその改革の意志は
見えませんが、理事は具体的改革方策について
どのように考えているか（将来的に県農協との
合併も考えるのか）、監事は理事会等へどのよ
うな提言・意見をされているのかお聞かせ願い
たい。（中央）

１

総代会の議案では理事報酬及び監事報酬のそれぞれ総
額で承認を受けることとなっておりますので、個別の
報酬については記載していません。

理事、監事報酬の内訳を明示してほしい。（秦）
２

現在の理事の人数や報酬額については適正な水準であ
ると考えております。また、広報誌は時代や経営環境
に応じた在り方を検討していく必要があると思ってお
ります。

理事が多すぎるし、報酬も高すぎる。グリーン
ひろばの必要性を感じない。どうしてもやりた
いのなら、営農情報のみの印刷でホッチキス止
めで良い。（介良）

３

イベントを中止した場合は想定していた支出は計上さ
れず、結果的に費用が抑制されたということになりま
す。

各種イベント（例えばＪＡ高知市ゴルフコンペ・
年金ゴルフコンペ）が中止した場合、支出しな
かった事業費用はどのように会計処理をしてい
るのか。（朝倉）

４
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図１ 畑の準備

図3 間引き

図4-2 抜き取り収穫

中葉種の
株張り型と大葉種

4〜5葉を
残して収穫

わき芽の2葉を
残して収穫

2回に分けて間
引きをし、最後
は株間を10〜
15cmにする

4〜5葉

摘み取り

苦土石灰100苦土石灰100ｇｇ
化成肥料100化成肥料100ｇｇ
堆肥1〜2k堆肥1〜2kgg

※施肥料は1平方m当たり

港 溝高

図4-1 摘み取り収穫

港 溝高高高高高
1～1.2m

図2 種まき

20cm

… ……………………………………………………………………
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作り方

❶フライパンで豚ばら肉を脂身の面から焼き始め、順に全面を焼き上
げる。

❷大きめの鍋に①、ひたひたの水（材料外）、ネギの青い部分１本分、シ
ョウガの皮（分量外）を入れ中火で２時間ゆで、ゆで上がったら豚
ばら肉を冷ましてから角切りにする。

❸鍋にＡとトマトを弱火で２～３分炒めてからＢと豚ばら肉、ジャガ
イモを入れ中火で１５分煮る。

④③を器に盛り付けさんしょうを散らして出来上がり。

作り方

❶水ナスは皮をむき乱切りにしてボウルに入れＡを入れ手でもみ込
む。

❷①にくし切りにしたフルーツトマトと大葉を入れさっくりと混ぜ
る。

❸器に盛り付けて出来上がり。※必ず食べる直前に作ること。

慨
豚
ば
ら
肉
と

ジ
Ỿ
ガ
イ
モ
の

辛
煮
込
み

慨

慨
水
ナ
ス
と

フ
ル
ồ
ツ
ト
マ
ト
の
マ
リ
ネ慨

材料（4人分）

豚ばらブロック ……………５００ｇ
ジャガイモ（下ゆでしたもの）…２個
トマト（さいの目に切ったもの）…中１個
さんしょう……………………適宜

ニンニク（みじん切り）…小さじ1/2
ショウガ（みじん切り）…小さじ1/2

Ａ 豆板醤（とうばんじゃん）、
豆鼓醬（とうちじゃん）、
サラダ油…………各小さじ１
水……………………２カップ
しょうゆ、酒、みりん、

Ｂ 砂糖………………各大さじ２
ネギ（青い部分）………１本分
ショウガの皮……………少々

材料（2人分）

水ナス…………………………１本
フルーツトマト………………１個
大葉（千切り）………………５枚
塩……………………小さじ１

Ａ オリーブ油
（エクストラバージン）…大さじ１
レモン汁……………大さじ２
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時
間
ほ
ど
で
ス
テ
キ

な
エ
コ
バ
ỽ
グ
に
仕
上
が
り
ま
し
た
Ố
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
皆
さ
ん
ぜ
ひ
一
緒

に
作
り
ま
し
Ỷ
う
Ố

女
性
部
が
作
ỳ
て
い
る
味
噌
を
買
ỳ
て

く
だ
さ
ỳ
た
方
か
ら
ủ
実
は
ỏ
息
子
ớ
３

歳
Ờ
は
普
段
味
噌
汁
を
飲
ま
な
い
ん
で
す

け
ど
ね
ỏ
こ
の
前
買
ỳ
た
味
噌
で
味
噌
汁

を
作
ỳ
た
ら
飲
ん
で
る
ん
で
す
よ
Ố
し
か

も
ứ
お
と
う
ち
Ỵ
ん
ỏ
き
Ỷ
う
の
ス
ồ
プ

お
い
し
い
ね
Ỗ
Ừ
ỳ
て
言
い
な
が
ら
飲
ん

で
る
ん
で
す
よ
Ứ
と
い
う
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
Ố
あ
り
が
と
う
Ỗ
す
ồ
ご
く
う

れ
し
い
お
話
で

す
！

安
全
安

心
を
モ
ỽ
ト
ồ

に
作
ỳ
て
い
ま

す
Ố
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ま
に
お

い
し
く
食
べ
て

い
た
だ
け
る
よ

う
一
生
懸
命
作

り
ま
す
Ố

長
浜
地
区
の
ご
紹
介

こ
ん
に
ち
は
Ố
今
月
号
は
わ
た
く
し

ủ
長
浜
支
部
Ứ
の
神
㟒
将
が
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
Ố

長
浜
地
区
は
日
射
量
の
多
い
海
沿
い
に

面
し
た
砂
地
圃
場
で
ỏ
新
シ
ἀ
ウ
ガ
・
ユ

ほ

リ
・
ピ
ồ
マ
ン
・
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
・
ス

ナ
ỽ
プ
エ
ン
ド
ウ
と
い
ỳ
た
品
目
が
主
に

栽
培
さ
れ
て
お
り
ま
す
Ố
私
も
家
族
で
ユ

リ
の
周
年
栽
培
を
行
ỳ
て
お
り
ỏ
現
在
も

オ
リ
エ
ン
タ
ル
系
ユ
リ
の
ủ
シ
ベ
リ
ア
Ứ

と
い
う
品
種
の
出
荷
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

ま
た
支
部
盟
友
の
新
シ
ἀ
ウ
ガ
の
出
荷
も

盛
期
を
迎
え
て
お
り
ỏ
収
穫
の
喜
び
を
感

じ
つ
つ
多
忙
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
Ố収

穫
が
終
わ
り
８
月
に
入
る
と
ỏ
ほ
と

ん
ど
の
農
家
は
次
期
作
に
向
け
た
ủ
土
づ

く
り
Ứ
の
時
期
と
な
り
ま
す
Ố
大
変
暑
い

時
期
で
す
が
ỏ
異
常
気
象
と
よ
く
表
現
さ

れ
る
昨
今
の
環
境
に
負
け
な
い
よ
う
に
ỏ

盟
友
間
で
声
を
掛
け
合
い
し
ỳ
か
り

と
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
Ố

支
部
活
動
で
す
が
ỏ
本
年
２
月
に

ủ
こ
じ
Ỵ
ん
と
！

ゆ
り
海
道
Ứと
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ỏ
青
壮
年

部
も
参
加
し
ま
し
た
Ố
現
在
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
活
動
を
行
う
こ
と
が

困
難
と
な
ỳ
て
い
る
な
か
ỏ
高
知
市
ỏ
地

元
企
業
ỏ
地
元
農
家
ỏ
地
域
の
協
力
体
制

の
も
と
ỏ
感
染
対
策
を
し
ỳ
か
り
行
い
盛

況
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
Ố
長
浜

支
部
の
参
加
す
る
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
ủ
長
宗
我
部
祭
Ứ
の
中
止
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
ỏ
久
し
ぶ
り
に
祭
り
に

お
け
る
地
域
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
貢
献
が

で
き
た
明
る
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
Ố

現
在
ỏ
皆
さ
ん
が
多
く
の
こ
と
で
ご
苦

労
な
さ
ỳ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
Ố
一

日
で
も
早
く
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
こ

と
を
願
い
ỏ
支
部
活
動
に
お
い
て
も
以
前

の
よ
う
な
交
流
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に

日
々
頑
張
ỳ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
Ố

来
月
号
は
潮
江
支
部
で
す
Ố
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
Ố

▲米袋で「エコバッグ」作り

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
R
E
P
O
R
T

青
壮
年
部
長
浜
支
部

神
㟒

将し
Ỷ
う

き
ら
き
ら
女
性
部

女
性
部
部
長

田
内

由
美

▲「こじゃんと！ ゆり海道」の様子



グリーンひろば８月号１１

手
軽
に
健
康

手
指
体
操

仕
事
中
や
運
転
中
に
ỏ
い
つ
の
間
に
か

眠
気
に
襲
わ
れ
て
ộ
ộ
Ố
そ
ん
な
経
験
が

あ
る
人
は
少
な
く
な
い
で
し
Ỷ
う
Ố
日
中

の
急
な
眠
気
は
ỏ
集
中
力
が
低
下
し
て
仕

事
の
効
率
も
ダ
ウ
ン
し
ま
す
Ố
特
に
夏
の

暑
さ
は
自
律
神
経
に
負
担
を
か
け
る
要
因

に
な
り
ỏ
眠
気
や
集
中
力
の
低
下
を
招
き

や
す
く
な
り
ま
す
Ố

そ
ん
な
と
き
の
対
処
法
と
し
て
ỏ
手
の

ひ
ら
た
た
き
体
操
を
お
勧
め
し
ま
す
Ố
ど

ち
ら
が
グ
ồ
か
パ
ồ
か
ỏ
ど
ち
ら
の
手
で

た
た
く
か
ỏ
瞬
間
的
に
使
い
分
け
る
運
動

能
力
が
身
に
付
い
て
い
き
ま
す
Ố
一
見
シ

ン
プ
ル
な
体
操
で
す
が
ỏ
集
中
力
が
必
要

で
ỏ
脳
へ
の
刺
激
も
期
待
で
き
ま
す
Ố

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
す
ぐ
に
で
き
る
体

操
な
の
で
ỏ
覚
え
て
お
く
と
便
利
で
す
Ố

ぬ
る
め
の
お
風
呂
ỏ
質
の
良
い
睡
眠
ỏ
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
腹
八
分
目

な
ど
ỏ
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
も
夏
の

暑
さ
に
負
け
な
い
秘
訣
ớ
ひ
け
つ
Ờ
で
す
Ố

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤

喜
久
雄

手
の
ひ
ら
た
た
き
で
眠
気
を
解
消

手のひら、こぶしを続けてたたく

（１）右手のこぶしで、左手のひ
らをたたきます。

終
戦
後
の
ヒ
ỽ
ト
曲
と
い
え
ば
ứ
リ
ン

ゴ
の
唄
Ừ
で
ỏ
作
詞
は
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ồ

で
す
Ố
彼
は
戦
争
中
に
古
賀
政
男
の
作
曲

で
ứ
カ
ボ
チ
Ỿ
の
歌
Ừ
も
書
い
て
い
ま
す
Ố

リ
ン
ゴ
は
み
ん
な
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
ỏ
カ
ボ
チ
Ỿ
を
代
用
食
と
し
て
戦
中

派
は
ủ
見
る
の
も
嫌
だ
Ứ
と
今
で
も
言
ỳ

て
い
ま
す
Ố

当
時
の
カ
ボ
チ
Ỿ
は
粘
質
で
糖
度
の
低

い
日
本
カ
ボ
チ
Ỿ
ớ
東
洋
種
Ờ
だ
ỳ
た
と

思
わ
れ
ま
す
Ố
中
央
ア
メ
リ
カ
原
産
で
ỏ

室
町
時
代
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
ỳ
て
九

州
に
渡
来
し
ỏ
日
本
各
地
に
広
ま
り
ま
し

た
Ố
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
野
菜
と
伝
え
ら
れ
ỏ

そ
れ
で
カ
ボ
チ
Ỿ
に
な
ỳ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
Ố
唐
茄
子
ớ
と
う
な
す
Ờ
や
南
京

ớ
な
ん
き
ん
Ờ
と
も
い
い
ま
す
Ố

日
本
カ
ボ
チ
Ỿ
の
栽
培
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
Ố
店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
は
ほ
と

ん
ど
西
洋
カ
ボ
チ
Ỿ
で
す
Ố
南
ア
メ
リ
カ

原
産
で
江
戸
時
代
末
期
に
伝
え
ら
れ
ỏ
そ

の
後
品
種
改
良
さ
れ
た
物
で
す
Ố
栗
カ
ボ

チ
Ỿ
と
も
い
い
ỏ
粉
質
で
ホ
ク
ホ
ク
し
て

い
ま
す
Ố
関
東
は
粉
質
ỏ
関
西
は
粘
質
を

好
む
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
ỏ
今
は
全
国

的
に
粉
質
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
Ố
日
本
カ

ボ
チ
Ỿ
は
固
定
種
ỏ
西
洋
カ
ボ
チ
Ỿ
は
交

配
種
ớ
Ｆ
１
Ờ
が
多
い
で
す
Ố

一
般
に
野
菜
は
新
鮮
な
ほ
ど
価
値
が
あ

り
ま
す
が
ỏ
収
穫
直
後
の
カ
ボ
チ
Ỿ
は
糖

度
が
９
Ỗ
１２
度
で
お
い
し
く
あ
り
ま
せ

ん
Ố
約
１
カ
月
経
過
す
る
と
デ
ン
プ
ン
が

糖
に
変
わ
り
ỏ
糖
度
が
１６
Ỗ
１６

１７
度
に
な
り

ま
す
Ố
産
地
で
は
風
通
し
の
よ
い
日
陰
で

ゆ
ỳ
く
り
乾
か
し
て
日
持
ち
を
良
く
す
る

ủ
風
乾
Ứ
と
い
う
作
業
を
行
ỳ
て
か
ら
出

荷
し
ま
す
Ố

カ
ボ
チ
Ỿ
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
β
−
カ
ロ

テ
ン
が
豊
富
で
す
Ố
冬
至
に
は
風
邪
や
中

風
ớ
脳
卒
中
Ờ
を
防
ぐ
た
め
に
ỏ
保
存
が

効
く
カ
ボ
チ
Ỿ
が
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し

た
Ố
煮
物
ỏ
天
ぷ
ら
ỏ
み
そ
汁
の
具
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
Ố
ゆ
で
卵
と
炒
め
た
さ
い
こ
ろ
状
の
豚

肉
を
入
れ
た
カ
ボ
チ
Ỿ
サ
ラ
ダ
が
と
て
も

美
味
で
す
Ố
卵
と
肉
は
戦
中
・
戦
後
は
入

手
困
難
で
し
た
Ố
カ
ボ
チ
Ỿ
を
食
べ
る

と
ỏ
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
つ
く
づ
く
感

じ
ま
す
Ố

野
菜
も
の
知
り
百
科

土
壌
医
●
藤
巻

久
志

カ
ボ
チ
Ỿ
ớ
ウ
リ
科
カ
ボ
チ
Ỿ
属
Ờ

（２）左手のこぶしで、右手のひ
らをたたきます。

（３）右手のひらで、左手のこぶ
しをたたきます。

（４）左手のひらで、右手のこぶし
をたたきます。以上の１～４の
体操を続けて繰り返します。

最初はゆっくりで構わないので、「イチ、ニ、サン、シ」
と声に出しながら正確に行いましょう。３回ほどス
ムーズに繰り返せるようになったら、少しずつスピー
ドを上げましょう。

ポイント
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¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥

税
金
講
座

知
っ
て
納
得
！

グリーンひろば８月号 １２

■
山
育
ち
の
私
は
海
が
大
好
き
Ố
毎
日
な
が
め

ら
れ
る
場
所
に
引
ỳ
越
し
し
た
い
Ố
釣
竿
も
ỳ

て
今
日
の
お
か
ず
に
魚
を
ゲ
ỽ
ト
し
て
ộ
あ
こ

が
れ
で
す
！

あ
ồ
ち
Ỵ
ん

■
学
生
時
代
の
実
習
で
息
が
合
ỳ
た
３
人
組
で

旅
行
し
た
北
海
道
で
す
Ố
ス
ケ
ồ
ル
が
大
き
く

て
何
度
も
出
掛
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
Ố
で
も
ộ

や
は
り
住
む
の
は
土
佐
の
高
知
が
一
番
か
な
！

Ｔ
・
Ｋ

■
今
い
る
所
が
最
高
で
す
Ố
生
活
す
る
に
は
便

利
で
す
が
ỏ
近
く
に
あ
ỳ
た
Ｊ
Ａ
直
販
所
が
閉

店
し
た
の
が
残
念
で
す
Ố
長
い
間
ỏ
愛
さ
れ
た

場
所
だ
ỳ
た
の
で
寂
し
い
で
す
Ố
で
も
ỏ
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
Ố

Ｋ
・
Ｕ

■
今
行
ỳ
て
み
た
い
の
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ỿ
ồ

ヨ
ồ
ク
で
す
Ố
２０
数
年
前
に
初
め
て
行
ỳ
た
と

き
ỏ
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ồ
ク
に
ふ
ら
ỳ
と
散
歩
に

行
く
と
ỏ
草
野
球
を
し
て
い
る
場
に
居
合
わ
せ

て
ỏ
素
朴
な
応
援
に
参
加
し
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
Ố

Ｋ
・
Ｓ

■
小
学
生
１
年
の
時
ỏ
祖
母
と
疎
開
し
て
い
た

親
戚
の
家
Ố
今
は
穴
内
ダ
ム
の
建
設
で
水
没
し

た
も
の
の
ỏ
下
を
流
れ
る
穴
内
川
の
せ
せ
ら

ぎ
ỏ
四
季
の
う
つ
り
変
わ
り
ỏ
清
流
の
魚
ỏ
ホ

タ
ル
ỏ
セ
ミ
ỏ
ト
ン
ボ
な
ど
Ố
ま
た
山
か
ら
引

い
た
水
の
冷
た
さ
や
お
い
し
さ
は
ỏ
今
で
も
忘

れ
ま
せ
ん
Ố
も
う
一
度
住
み
た
い
！

秦
南
の
ス
ミ
ダ
さ
ん

■
現
実
に
は
無
理
で
す
が
ỏ
数
年
前
に
訪
れ
た

イ
ギ
リ
ス
の
湖
水
Ố
地
方
の
落
ち
着
い
た
風
景

と
ỏ
い
た
る
所
に
歴
史
を
感
じ
る
古
い
建
物
Ố

や
ỳ
ぱ
り
あ
こ
が
れ
の
引
ỳ
越
し
場
所
で
す
Ố

も
し
も
し
亀
子

■
京
都
の
大
原
で
お
花
と
野
菜
を
育
て
て
ỏ

ゆ
ỳ
く
り
ゆ
ỳ
た
り
過
ご
し
た
い
Ố
私
の
夢
の

夢
で
す
ネ
Ố

ほ
た
る

■
ủ
静
岡
県
Ứ
富
士
山
が
大
好
き
な
の
で
日
本

一
の
山
を
毎
日
見
れ
た
ら
幸
せ
！

長
生
き
で

き
る
と
思
う
の
で
Ố

ミ
ồ
チ
Ỿ
ン

■
ủ
梼
原
ớ
ゆ
す
は
ら
ỜỨ
空
気
や
水
の
美
し

さ
ỏ
暮
ら
す
人
た
ち
の
あ
た
た
か
さ
に
憧
れ
ま

す
Ố
で
き
る
こ
と
な
ら
自
然
に
囲
ま
れ
て
ỏ
自

給
自
足
的
ớ
農
業
関
係
の
経
験
は
な
い
の
で
す

が
ộ
Ờ
な
生
活
を
し
た
い
で
す
Ố

金
魚
の
お
ひ
る
ね

■
ἔ
住
め
ば
都
ἕ
と
言
い
ま
す
Ố
で
も
引
ỳ
越

さ
な
い
と
い
け
な
い
と
な
れ
ば
ỏ
長
野
県
の
ア

ル
プ
ス
の
山
の
ふ
も
と
で
住
ん
で
み
た
い
で

す
Ố
都
会
よ
り
は
山
が
好
き
な
の
で
Ố
で
も
で

も
ỏ
今
の
土
佐
山
が
好
き
な
の
で
ỏ
引
ỳ
越
し

な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
で
す
Ố
町
に
も
近
い
し

工
石
山
に
も
近
い
し
ỏ
今
の
高
川
で
満
足
し
て

い
ま
す
！

Ｎ
・
Ｔ

次
回
の
テ
ồ
マ
は
ộ

ứ
私
○
○
が
し
た
い
Ừ

海
外
へ
の
旅
行
ỏ大
人
数
で
の
飲
み

会
ỏ音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
ỏ思
う
よ
う
に
楽

し
め
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
Ố皆
さ

ん
に
はủ
○
○
が
し
た
い
！
○
○
に
行
き

た
い
！
Ứと
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ớ
ち
な
み
に
私
は
ボ
リ
ビ
ア
に
行
き
た

か
ỳ
た
で
す
が
断
念
ộ
Ờ
行
き
た
い
場

所
ỏや
り
た
い
こ
と
ỏぜ
ひ
教
え
て
く
だ

さ
い
Ố

お便り
コーナー
お便り
コーナー

★今月のテーマ…

『引っ越すなら』

住
宅
ロ
ồ
ン
控
除
と
は
ỏ
Ｊ
Ａ
な
ど
の

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
自
宅
を
新
築

ま
た
は
購
入
等
し
た
場
合
ỏ
そ
の
自
宅
に

居
住
し
た
年
か
ら
一
定
期
間
ỏ
一
定
額
を

所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
と
い
う
特
例
で

す
Ố
こ
の
住
宅
ロ
ồ
ン
控
除
を
適
用
す
る

た
め
に
は
ỏ
取
得
し
た
住
宅
の
床
面
積
が

５０
平
方
ｍ
以
上
ớ
消
費
税
率
が

５０

１０
％
で
あ

る
物
件
を
取
得
ỏ
か
つ
ỏ
合
計
所
得
金
額

が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
40
平
方

ｍ
以
上
Ờ
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
Ố

住
宅
ロ
ồ
ン
控
除
額
は
原
則
と
し
て

ủ
年
末
住
宅
ロ
ồ
ン
残
高
×
１
％
Ứで
す
Ố

た
だ
し
ỏ
年
末
住
宅
ロ
ồ
ン
残
高
が
住
宅

の
取
得
価
格
を
超
え
た
と
き
は
ỏ
そ
の
取

得
価
格
が
計
算
の
基
礎
に
な
り
ま
す
Ố
控

除
期
間
は
１０
年
間
ỏ
各
年
の
控
除
限
度
額

は
新
築
ま
た
は
購
入
建
物
に
８
％
ま
た
は

１０
％
の
消
費
税
が
課
さ
れ
て
い
る
場
合
は

４０
万
円
ớ
認
定
長
期
優
良
住
宅
等
の
場
合

は
５０
万
円
Ờỏ
個
人
間
の
相
対
取
引
の
よ

う
に
消
費
税
が
課
税
さ
れ
な
い
建
物
を
購

入
し
た
場
合
は
２０
万
円
に
な
り
ま
す
Ố

さ
ら
に
ỏ
１０
％
の
消
費
税
率
が
適
用
さ

れ
る
住
宅
の
新
築
等
を
行
ỳ
た
と
き
は
ỏ

控
除
期
間
が
原
則
の
１０
年
間
か
ら
３
年
間

に
延
長
さ
れ
て
い
ま
すớ
特
例
計
算
ỜỐ
こ

の
期
間
に
お
け
る
控
除
限
度
額
は
原
則
の

控
除
限
度
額
と
ủ
建
物
の
購
入
価
格
ớ
消

費
税
抜
Ờ
×
２
％
÷
３
年
Ứ
の
う
ち
い
ず

れ
か
少
な
い
金
額
に
な
り
ま
す
Ố

特
例
計
算
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
ỏ
当
初
の
規
定
で
は
２
０
２
０
年
１２
月

３１
日
ま
で
に
入
居
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
ỏ
こ
の
期
限
が
新
型
コ
ロ
ナ

特
例
お
よ
び
今
回
の
改
正
に
よ
り
延
長
さ

れ
ま
し
た
Ố
具
体
的
に
は
ỏ
注
文
住
宅
の

場
合
は
ủ
２
０
２
０
年
９
月
３０
日
ま
で
に

契
約
し
２
０
２
１
年
１２
月
１２

３１
日
ま
で
に
入

居
Ứ
ま
た
は
ủ
２
０
２
０
年
１０
月
１
日
か

ら
２
０
２
１
年
９
月
３０
日
ま
で
に
契
約

し
ỏ
２
０
２
２
年
１２
月
１２

３１
日
ま
で
に
入

居
Ứỏ
一
方
ỏ
分
譲
住
宅
・
中
古
住
宅
等
の

場
合
は
ủ
２
０
２
０
年
１１
月
１１

３０
日
ま
で
に

契
約
し
２
０
２
１
年
１２
月
１２

３１
日
ま
で
に
入

居
Ứ
ま
た
は
ủ
２
０
２
０
年
１２
月
１
日
か

ら
２
０
２
１
年
１１
月
１１

３０
日
ま
で
に
契
約
し

２
０
２
２
年
１２
月
１２

３１
日
ま
で
に
入
居
Ứ
す

れ
ば
特
例
計
算
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま

す
Ố

住
宅
ロ
ồ
ン
控
除
と
特
例
計
算
適
用
期
限
の
延
長

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ồ

顧
問
税
理
士
●
柴
原

一



クロスワードパズル
C R O S S W O R D P U Z Z L E

パズルを完成させて
商品券をＧＥＴしよう！！
パズルを完成させて
商品券をＧＥＴしよう！！

グリーンひろば８月号１３

【お客さまの個人情報について】 当組合の広報誌に関して、お客さまから個人情報をいただく場合
は、 ①広報誌への掲載・編集、それらに関する確認 ②投稿者・当選者、入選者、入賞者の発表 ③
プレゼントの発送 ④当組合の提供する商品・サービスに関する各種の情報のご提供等のためにのみ利用
させていただきます。これらの利用目的以外にお客さまの個人情報を無断で使用することはありません。

63

タ テ の カ ギ 革

②鉱石を高温でドロドロにする装
置。高炉とも呼ばれます

⑤川や池の土手のこと
⑦信号機で「止まれ」を示す色
⑧家屋を壊して新しく造り直すこ
と

⑩墨も料理に利用する魚介
⑫大きな魚はこの形でパック詰め
されていることが多い

⑭令和３年の――の日は８月８
日。国民の祝日です

⑯ねぶた祭で知られる県
⑱「五七五七七」などの形式で作
られます

⑳飛行機で人や荷物を運ぶこと
㉑井戸端会議中に楽しむもの

ヨ コ の カ ギ 閣

①最低気温が２５度以上の夜のこと
②寺子屋では字の――やそろばん
を教えました

③地球の中心部にあります
④長良川で有名な伝統漁法
⑥親戚の――を頼って仕事に就い
た

⑨高速道路のサービスで――で一
休みした

⑪親潮は千島――とも呼ばれます
⑬帰る客を玄関まで――に行った
⑮力士が腰に締めます
⑰割、分、厘の次
⑲虫が入ってこないように布団の
周りに吊るします

締切
8/31

（当日消印有効）

Ａ
か
ら
Ｅ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は

何
で
し
Ỷ
う
か
？

６月号の答え

「ミズタマリ」
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

… ……………………………………………

住所（〒 ）

氏名

電話番号

職業年齢

今月号で良かった記事

お便りのテーマ「私○○がしたい」その他ご意見など

匿名希望の方はペンネームを（ ）

キリトキリトリリ

正解者の中から抽選で５名の方に
「農協全国商品券（２，０００円分）」をプレゼント
いたします。

とさのさと、ギフトガーデンルピナス（他で使えます。 ）
※プレゼント当選者の発表は、商品の発送を
もってかえさせていただきます。



JA INFORMATION

グリーンひろば８月号 １４

7 8 1 8 5 5 163円切手
をお貼り
ください

理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ理事会だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり ６月４日開催定例理事会

報告事項
●独立監査人の監査報告書
●ＪＡ高知市集出荷場版ＧＡＰの実施状況

議 事
第１号議案 支所運営委員の交代に伴う後任委

員の委嘱
第２号議案 令和２年度決算および剰余金処分

案
第３号議案 第３３回通常総代会への提出議案（第

１号議案 第３３期事業報告・事業報
告の附属明細書および剰余金処分
案の承認）

第４号議案 中央会・行政庁提出用「業務報告書」
および「連結業務報告書」の承認

第５号議案 夏季賞与の支給

監事監査報告
●第３３期事業年度 決算監事監査報告書

※慎重な審議の結果、全議案が可決しました。
８月号 クロスワードパズルの答え

J
A
高
知
市

総
務
課
広
報
係

キリトキリトリリ

～予 定 表～
9月８月

（水）１日（月）１６日

（木）２日（火）１７日

花の作品展示（オーテピア）９/９まで（金）３日（水）１８日

（土）４日（木）１９日

（日）５日花の作品展示（オーテピア）８/２６まで（金）２０日

（月）６日（土）２１日

（火）７日（日）２２日

本所運営委員会（水）８日（月）２３日

（木）９日（火）２４日

花の作品展示（オーテピア）９/１６まで（金）１０日（水）２５日

（土）１１日（木）２６日

（日）１２日花の作品展示（オーテピア）９/２まで（金）２７日

（月）１３日（土）２８日

（火）１４日（日）２９日

（水）１５日理事会（月）３０日

備考:米穀出荷業務（農産物検査業務）８月下旬まで「夏トク定期貯金（７/１～）」最終日（火）３１日



JA INFORMATION

グリーンひろば８月号１５

本校は、野菜、花き、果樹、畜産に関する技術や経営について実践的で専門的な技術を学べる専修学校です。

高軒高ハウスでの統合環境制御による栽培実習､グローバルＧＡＰやスマート農業などを学ぶ環境も整いまし

た。また、就農、就職、進学など進路別に体系的な学習を行うとともに各種資格取得を支援しています。

推薦募集の日程､出願方法は次のとおりです。

試 験 日 令和３年９月２４日（金）

出願期間 令和３年８月２５日（水）〜９月９日（木）

募集定員 園芸学科４５人 畜産学科５人

募集案内 県立農業大学校のホームページからダウンロード可

出願方法 願書に２，２００円分の県収入証紙を添付

持参、郵送（書留：当日消印有効）

対 象 学校教育法による高等学校を卒業見込みで、当該高等学校の長の推薦があり、人物及び学業

成績が優秀である者（評定平均３．０以上）。本校を専願の者。

選考方法 ①小論文 ②面接試験

教育期間 ２年

問い合わせ先 〒７８１−２１２８

吾川郡いの町波川２３４番地

高知県立農業大学校 ＴＥＬ０８８−８９２−３０００

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｏｇｙｏ．ｔｏｓａ．ｐｒｅｆ．ｋｏｃｈｉ．ｌｇ．ｊｐ

令和4年度 高知県立農業大学校推薦募令和4年度 高知県立農業大学校推薦募集集
～目指せ農業のスペシャリスト～目指せ農業のスペシャリスト～～

『花に触れる機会を増やそう！』をモットーに、高知市内のお花屋さんを講師に招いてフラワーアレンジメン

ト教室を開催します。全１０回の開催を予定しており、今月号では第４回〜第６回までの参加者を募集します

（お申し込みは先着順です。定員に達しだい受付終了となりますので予めご了承ください）。

※当日はマスクの着用、検温にご協力くださいませ。

■申込開始日時
令和３年８月２６日（木）９：００〜

■開催日程 （参加費：①②１人５００円、③１組５００円）

①【第４回】 令和３年９月２４日（金）１８：００〜１９：３０

「 秋を愛でよう 」大人向け（定員１２人）

②【第５回】 令和３年１０月２９日（金）１８：００〜１９：３０

「 Ｈａｐｐｙ Ｈａｌｌｏｗｅｅｎ！！フラワー 」大人向け（定員１２人）

③【第６回】 令和３年１０月３０日（土）１４：００〜１６：００

「 親子でアレンジ ＴｒｉｃｋｏｒＴｒｅａｔ！！ 」親子向け（定員１２組）

■会場
①② オーテピア ４階 研修室 ③ かるぽーと ９階 特別学習室

■お申し込み先 ＝ ＪＡ高知市販売課 （担当：岡上）

ＴＥＬ ０８８−８８３−６６３３（平日 ９：００〜１６：００）

「フラワーアレンジメント教室」の参加者を募集しま「フラワーアレンジメント教室」の参加者を募集しますす
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KAはKochi-shi Agricultural
Cooperatives

《KAf》 はForwards'KAを表し
２１世紀を前進する高知市農協
のシンボルマークです。

重いテーマですが、病気の告知や治療の希望については、お元気なうちに考えておきま
しょう。病気が見つかっても、早期発見・早期治療で助かる命もあります。また、病気だけ
でなく、事故や災害により、治療を受けなければならないこともあるかもしれません。高額
療養費制度など、治療を受ける際に、知っておいたほうが良いこともたくさんあります。避
けたくなるような話題ではありますが、だからこそじっくりと話すことが必要です。

●健康保険証・介護保険証・後期高齢者医療被保険者証●
ご自分が加入している健康保険証・介護保険証・後期高齢者被保険者証の番号はわかりますか？番号を控える
ことが面倒な場合は、コピーをとって挟んでおきましょう。
●かかりつけ医・おくすり手帳●
かかりつけ医とは、健康に関することを何でも相談できる医師のことです。治療中の病気やけがあり、自宅で
亡くなられた場合、持病による死亡と確認することができたら、死亡診断書を作成してくれる医師となります。
治療中の方は、病院から処方されているお薬を「おくすり手帳」にまとめておきましょう。また、よく飲んで

いる市販されている薬やサプリメントがあれば、書いておきましょう。救急搬送された時に、服用している薬に
よって処置の方法が異なることがあります。大切な命を守るためにも服用しているお薬はわかるようにしておき
ましょう。
●既往症（これまでにかかった病気やけがの情報）●
病名・治療した病院・現在の状況（完治・治療中など）を記入しておきましょう。
過去に病気やけがをして治療をした時に困ったことがあれば、まとめておきましょう（アレルギーがある・血
管がわかりにくい・錠剤が飲みにくい・苦手な医療行為があるなど）。
□ 病名・治療した病院・現在の状況（治癒・治療中）・連絡先
●病気の告知●
身体の調子が悪くなくても、１年に１回は健康診断を受診するように心がけましょう。
（例）病気と診断されたら・・・
□ 病名・余命をしっかりと教えてほしい □ 病名のみ教えてほしい
□ 知らせないでほしい □ 家族に任せる
●治療方針・延命治療●
治療方針は様々であり、家族は医師から短時間のうちに治療方針を求められることもあります。できるだけ後

悔しない時を過ごすために、お元気なうちに話しておくと安心です。
（例）□ できる限り延命治療を希望する □ 痛みを取り除くことを希望する □ 家族の判断に任せる
●臓器提供・献体●
（例）□ 臓器提供を希望する・希望しない □ 献体登録をしている

他には、入院する時に自分の生活に必要なもの（いつも使っているもの）などもまとめておくと良いでしょう。
医療に関することは誰もが触れたくないテーマであり、またご家族からも言い出しにくいことです。しかし、一
番考えておいてほしいことでもあります。もっと詳しく知りたいことやわからない部分は、資料をご用意してい
ますので、お気軽にご連絡ください。

来月は 「介護」 について一緒に考えてみましょう。

「エンディングノート」・「終活」・「ご葬儀」に関するお問い合わせ ＪＡ葬祭 ルミエールこうち（０８８）−８８５−５９００

ＪＡ葬祭ルミエールこうち「紙上終活セミナー」⑤
～健康のこと（医療）～
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